
①　第1605号　（毎月20日発行） 平成28年5月20日

かいぎしょNEWS新年号企画で当所役員・議員の選んだ日立市内の好きな場所（その②）：泉が森

（枠の写真は泉が森の湧水）

■地産地消・地場産品販路拡大協定を締結／
　日立地区デュアルシステム企業実習調印式
　 ・インターンシップ受入事業所を募集
■日本商工会議所の動き/商工会議所の動き（４月）
■常議員会/日立商工会議所事務局機構のお知らせ
■早期景気観測調査平成27年度第４四半期結果
■相談所だより
　経営安定特別相談室のご案内
■青年部が通常総会を開催
■リレー随想（その192）
■会員探訪
■会議所インフォメーション
　貸会場案内/役員議員紹介『素顔』
■国・県・市等からのお知らせ
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部会会議開催のご案内
　金融財務業部会と交通運輸業部会の部会会議を開催します。
それぞれの部会に所属する会員の皆様の出席をお願いします。
●金融財務業部会
　日　　時　5月27日（金）13：30
　会　　場　日立商工会議所会館
　協議事項　部会役員選任について
　　　　　　今年度事業について
　問い合せ　経営支援課
●交通運輸業部会
　日　　時　5月31日（火）16：00
　会　　場　日立商工会議所会館
　協議事項　部会役員選任について
　　　　　　今年度事業について
　問い合せ　会員サービス課
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お宅の屋根は
大丈夫ですか？
※平成１６年以前に製造された屋根材（カラーベスト）には
　アスベストが含まれております。
　　　　（ご心配な方は当店にご相談ください！）

③　第1605号　（毎月20日発行） 平成28年5月20日 第1605号　（毎月20日発行） 平成28年5月20日　②

日本商工会議所の動き

4月6日 正副会頭会議
 平成28年度汚染負荷量賦課金申告・納付説明会
4月8日 桐生商工会議所との懇談会
4月9日 第54回日立さくらまつり花見茶屋出店・
～10日 　　　　　　　　ボランティアガイド実施
4月11日 法律無料相談
4月12日 新入社員研修　楽しく学ぶビジネス実務
4月18日 運営委員会正副委員長と政策委員会合同会議
 産業振興対策委員会
 茨大都市システム工学科商店会説明会
4月19日 青年部通常総会
4月20日 常議員会
4月25日 平成28年度共済キャンペーン進発式
4月26日 産業振興対策委員会
4月28日 「日立地区デュアルシステム」に係る企業実習提携
 協定書調印式

日立商工会議所の動き4月4月4月

　日本商工会議所は3月17日、第123回通常会員総会を都内で開催し、全国380商工会議所か
ら会頭・副会頭ら約850人が出席した。総会の冒頭にあいさつした三村明夫会頭は、「企業経営
者自らがデフレマインドから脱却し、積極的な経営姿勢に転じていく番である」と強調。「先行
きの不透明感を払しょくし、成長に向けて前進していくことができるかは、われわれ自身にか
かっている」と述べ、「強い経済」の実現に向け決意を述べた。
　総会では安倍晋三首相が来賓としてあいさつし、経済の好循環を確かなものとするために
は、「投資への点火」「三巡目の賃上げ」が必要との考えを表明。「全国津々浦々の中小・小規模事
業者が景気回復の実感を持っていただけるように、全力を尽くしていきたい」と述べた。

　日本商工会議所は3月16日、石破茂地方創生担当大臣との懇談会を開催した。懇談会には、
日商から三村明夫会頭はじめ、日商副会頭、各地商工会議所の会頭・副会頭ら27人が出席。内
閣府からは、石破大臣はじめ、福岡資麿副大臣、牧島かれん大臣政務官、伊藤達也大臣補佐官ら
幹部6人が出席した。
　冒頭にあいさつした三村明夫会頭は、全国で約8割の商工会議所が、地方版総合戦略の策定
に協力している現状を説明。「今後、戦略の実行段階に移るが、全国各地において、商工会議所
の意見を尊重してほしい」と述べ、戦略の実行に商工会議所が参画できるよう求めた。 
　石破大臣は、「地域で芽生えている成功モデルを全国に展開していくことが重要」と指摘。
「生産性を向上するにはどうしたらよいのか、商工会議所としてどう考えるのか、政府に教えてほしい」と協力を呼び掛けた。

　日本商工会議所は1月31日～ 2月６日、三村明夫会頭を団長とする「訪タイ・マレーシア経済ミッション」を派遣した。ミッシ

ョンには、総勢79人が参加。タイのプラユット・ジャンオーチャー首相、マレーシアのナジブ・ラザク首相との会談や現地経済

界との懇談会などを開催。両国との良好な経済関係の構築、進出日系企業のビジネス環境や投資環境の改善などについて意見

交換を行った。

　三村会頭は、プラユット首相との懇談で、「タイは日本とともにグローバル・バリュー・チェーンの中核を担っていく」とタイ

の将来性に対する期待を表明した。また、ナジブ首相との懇談では、マレーシアとシンガポールを結ぶ高速鉄道計画について、

安全性、信頼性、ライフサイクルコストなどに優れた日本の新幹線方式の採用を求めた。

第123回通常会員総会

花見茶屋25テント、土産品推奨店等3テントが出店するとともに、ふるさと日立検定合
格者によるボランティアガイドとして、日立駅前、花見茶屋本部、日立市観光物産協会
本部の3ヶ所に待機所を設置し、来街者の方へ日立風流物の説明等を行ないました。

第54回日立さくらまつり協賛花見茶屋出店・ボランティアガイド実施（4.3、9～10)

ビジネスマナー習得セミナーとしてOfficeアイム代表 森川あやこ氏
を講師に迎え、楽しく学ぶビジネス実務について実技研修を開催。

新入社員研修（4.12）

あいさつする三村会頭

　４
月
28
日
、
平
成
28
年
度「
日

立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」の

ス
タ
ー
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を
前
に
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立
日
立
工

業
高
校
に
て
、
学
校
と
生
徒
・
保

護
者
、
受
入
企
業
の
３
者
に
よ
る

企
業
実
習
提
携
協
定
書
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
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ュ
ア

ル
シ
ス
テ
ム
は
特
色
あ
る
学
校
運

営
と
学
生
に
地
域
企
業
へ
の
就
労

を
促
す
シ
ス
テ
ム
と
し
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今
年
度

も
継
続
的
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実
施
す
る
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で
、

13
年
目
を
迎
え
た
こ
の
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業
の
経

験
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は
約
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０
０
名
を
数
え
、
市

内
外
の
企
業
に
勤
務
し
、
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域
の

も
の
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く
り
産
業
を
支
え
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一
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　参
加
す
る
生
徒
９
名
は
、
８
社

の
受
入
企
業（
別
記
）に
分
か
れ
、

来
年
２
月

ま
で
の
期

間
、
週
１

回
の
企
業

実
習
に
臨

み
ま
す
。 

当
所
で
は
、

も
の
づ
く

り
は
人
づ

く
り
の
観

「
日
立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」企
業
実
習
で
調
印
式

８
社
の
受
入
企
業
が
提
携
協
定
書
に
調
印

　当所工業部会と交通運輸業部会では、茨城県立日

立工業高等学校で実施するインターンシップ事業の

受入事業所を募集しています。

◇実施時期：平成28年10月18日（火）～

　　　　　　　　　　10月20日（木）の3日間

◇対象業種：製造業、ソフトウェア、自動車整備

　　　　　　関連業種

◇人　　数：各2～5名（1事業所）

◇申込締切：６月10日（金）

◇そ の 他：生徒に対する要望がありましたらお申

　　　　　　し出ください。また、お申込み後、人

　　　　　　数等の調整をする場合がありますので

　　　　　　ご了承ください。

◇申込・問合せ：商工観光課

昨年は96名の生徒が会員事業所43社で職場体験する

○茨城県立日立工業高等学校の2年生と1年生の希望者
　が対象
○受入協力企業に対して、指導・監督・作業着・消耗品
　等の費用の一部として協力金を支給します。
○体験者(高校生)は、保険(傷害、賠償責任)に加入し、
　交通費及び昼食は、体験者(高校生)が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。
　（事業所において出来る範囲でご検討ください。）

職 場 体 験 事 業職 場 体 験 事 業
インターンシップ受入事業所を募集
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携
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テ
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す
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茨城電機工業株式会社
株式会社大友製作所
スターエンジニアリング株式会社
株式会社ティー・エム・ピー
吉野電業株式会社
株式会社エム・シー・エー
株式会社サイバーテック
株式会社日立パワーソリューションズ

受入企業（順不同）

日
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と
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結

『
地
産
地
消
・
地
場
産
品
販
路
拡
大
協
定
』
を
締
結

北関東エリア初

デフレマインド脱却を「強い経済」実現へ

石破地方創生担当大臣との懇談会 地方版総合戦略、実行段階に

三村会頭（左）と協力を呼び掛ける石破大臣
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消
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す
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イ
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携
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催
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、

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
を
活
用
し
た
地

場
産
品
の
販
売
等
、
全
国
各
店
舗

に
お
け
る
地
場
産
品
の
販
路
拡
大

に
関
す
る
事
項
で
あ
り
、
今
後
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携
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と
な
り
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す
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。
消
費
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迷
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中
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を

促
し
、
日
立
市
の
活
性
化
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つ
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が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。」と

話
し
ま
し
た
。

左から 秋山会頭、小川市長、長島東北・北関東事業部長
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　総会では安倍晋三首相が来賓としてあいさつし、経済の好循環を確かなものとするために
は、「投資への点火」「三巡目の賃上げ」が必要との考えを表明。「全国津々浦々の中小・小規模事
業者が景気回復の実感を持っていただけるように、全力を尽くしていきたい」と述べた。

　日本商工会議所は3月16日、石破茂地方創生担当大臣との懇談会を開催した。懇談会には、
日商から三村明夫会頭はじめ、日商副会頭、各地商工会議所の会頭・副会頭ら27人が出席。内
閣府からは、石破大臣はじめ、福岡資麿副大臣、牧島かれん大臣政務官、伊藤達也大臣補佐官ら
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界との懇談会などを開催。両国との良好な経済関係の構築、進出日系企業のビジネス環境や投資環境の改善などについて意見
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を講師に迎え、楽しく学ぶビジネス実務について実技研修を開催。

新入社員研修（4.12）

あいさつする三村会頭

　４
月
28
日
、
平
成
28
年
度「
日

立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」の

ス
タ
ー
ト
を
前
に
、
県
立
日
立
工

業
高
校
に
て
、
学
校
と
生
徒
・
保

護
者
、
受
入
企
業
の
３
者
に
よ
る

企
業
実
習
提
携
協
定
書
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
デ
ュ
ア

ル
シ
ス
テ
ム
は
特
色
あ
る
学
校
運

営
と
学
生
に
地
域
企
業
へ
の
就
労

を
促
す
シ
ス
テ
ム
と
し
て
今
年
度

も
継
続
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、

13
年
目
を
迎
え
た
こ
の
事
業
の
経

験
者
は
約
２
０
０
名
を
数
え
、
市

内
外
の
企
業
に
勤
務
し
、
地
域
の

も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
る
一
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　参
加
す
る
生
徒
９
名
は
、
８
社

の
受
入
企
業（
別
記
）に
分
か
れ
、

来
年
２
月

ま
で
の
期

間
、
週
１

回
の
企
業

実
習
に
臨

み
ま
す
。 

当
所
で
は
、

も
の
づ
く

り
は
人
づ

く
り
の
観

「
日
立
地
区
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」企
業
実
習
で
調
印
式

８
社
の
受
入
企
業
が
提
携
協
定
書
に
調
印

　当所工業部会と交通運輸業部会では、茨城県立日

立工業高等学校で実施するインターンシップ事業の

受入事業所を募集しています。

◇実施時期：平成28年10月18日（火）～

　　　　　　　　　　10月20日（木）の3日間

◇対象業種：製造業、ソフトウェア、自動車整備

　　　　　　関連業種

◇人　　数：各2～5名（1事業所）

◇申込締切：６月10日（金）

◇そ の 他：生徒に対する要望がありましたらお申

　　　　　　し出ください。また、お申込み後、人

　　　　　　数等の調整をする場合がありますので

　　　　　　ご了承ください。

◇申込・問合せ：商工観光課

昨年は96名の生徒が会員事業所43社で職場体験する

○茨城県立日立工業高等学校の2年生と1年生の希望者
　が対象
○受入協力企業に対して、指導・監督・作業着・消耗品
　等の費用の一部として協力金を支給します。
○体験者(高校生)は、保険(傷害、賠償責任)に加入し、
　交通費及び昼食は、体験者(高校生)が負担します。
○プログラムは、受入企業での作成をお願いいたします。
　（事業所において出来る範囲でご検討ください。）

職 場 体 験 事 業職 場 体 験 事 業
インターンシップ受入事業所を募集

点
か
ら
、
教
育
機
関
と
産
業
界
の

連
携
強
化
を
積
極
的
に
支
援
し
て

い
て
、
こ
の
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

で
は
、
地
域
に
お
け
る
職
業
教
育
・

訓
練
制
度
と
し
て
の
定
着
を
目
指

し
て
、
関
係
機
関
の
調
整
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

茨城電機工業株式会社
株式会社大友製作所
スターエンジニアリング株式会社
株式会社ティー・エム・ピー
吉野電業株式会社
株式会社エム・シー・エー
株式会社サイバーテック
株式会社日立パワーソリューションズ

受入企業（順不同）

日
立
市
、日
立
商
工
会
議
所
と
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

『
地
産
地
消
・
地
場
産
品
販
路
拡
大
協
定
』
を
締
結

『
地
産
地
消
・
地
場
産
品
販
路
拡
大
協
定
』
を
締
結

北関東エリア初

デフレマインド脱却を「強い経済」実現へ

石破地方創生担当大臣との懇談会 地方版総合戦略、実行段階に

三村会頭（左）と協力を呼び掛ける石破大臣

　５
月
10
日
、
当
所
と
日
立
市
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
、
地
産
地
消

と
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
を
目
的

に『
地
産
地
消
・
地
場
産
品
販
路

拡
大
に
係
る
連
携
及
び
協
力
に
関

す
る
協
定
書
』を
締
結
し
ま
し
た
。

　今
回
の
締
結
は
、
北
関
東
エ
リ

ア（
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
）

に
所
在
す
る
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
店

舗
が
店
舗
所
在
地
の
自
治
体
や
団

体
と
締
結
す
る
初
の
協
定
で
あ
り
、

日
立
市
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議

会（
会
長
秋
山
光
伯
会
頭
）が
選
定

す
る「
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
ひ

た
ち
」認
定
品
を
中
心
と
し
た
日

立
市
産
の
農
林
水
産
物
や
加
工
品

等（
地
場
産
品
）の
地
産
地
消
と
販

路
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　主
な
連
携
内
容
と
し
て
、
地
場

産
品
の
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
や
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
日
立
店

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
タ
ウ
ン
誌
、
ラ

ジ
オ
等
を
通
じ
て
情
報
を
定
期
的

に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
フ

ェ
ア
の
開
催
や
地
場
の
素
材
を
活

か
し
た
惣
菜
、
弁
当
な
ど
の
開
発
、

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
を
活
用
し
た
地

場
産
品
の
販
売
等
、
全
国
各
店
舗

に
お
け
る
地
場
産
品
の
販
路
拡
大

に
関
す
る
事
項
で
あ
り
、
今
後
３

者
が
協
力
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　会
見
で
秋
山
会
頭
は「
日
立
市

と
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
に

当
所
が
加
わ
り
、
３
者
に
よ
る
協

定
は
北
関
東
エ
リ
ア
で
初
め
て
と

聞
い
て
お
り
、
大
変
喜
ば
し
い
こ

と
。
消
費
の
低
迷
が
続
い
て
い
る

中
、
今
回
の
締
結
が
消
費
拡
大
を

促
し
、
日
立
市
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。」と

話
し
ま
し
た
。

左から 秋山会頭、小川市長、長島東北・北関東事業部長
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業種別概況

業況判断（DI値）について

製　造　業 小　売　業 建　設　業 サービス業

　医療機器や昇降機関係は堅
調に推移するも、建設機械や工
作機械関係は海外向けの需要
低迷が続いており、親工場の内
作化や生産調整、自動車関連で
の海外調達など強弱が混在し
業況は足踏み状態が続く。
　新規受注の立ち上がりや、自
社製品の好調さもあるが、親工
場の生産拠点の変化や製品環
境の変化など懸念材料も多く、
先行きに対する不透明感から
慎重な見方が多い。

　春物衣料や食料品関係が

堅調に推移した一方、車や家

電品など高額品の動きは鈍

く、消費の二極化が進み節約

志向の強まりを指摘する声

も多い。また、競合店との価

格競争も激しいことからデ

フレの進行を懸念する声も

ある。ネット販売や顧客の高

齢化による来店客数減少な

ど先行きに対する不安感は

非常に強い。

　震災復興関連がほぼ完了

したことから公共工事が減

少し、民間工事も価格競争が

激しい。燃料費下落により採

算好転に寄与する一方、人手

不足に伴う受注機会の損失

や外注費の増加が採算を圧

迫する状況が続く。消費税増

税を含めた景気の不透明感

や作業員不足など懸念材料

払拭できず業界全体の先行

きに対する不安感は根強い。

　物流、観光関連で燃料費の

下落が収益改善に寄与する

一方、ドライバー不足による

受注機会の損失や人材確保・

定着のための賃上げに伴う

人件費上昇の影響拡大が押

し下げ要因となる。飲食店関

係でも宴会の減少や節約志

向から景気の停滞感が強い

ことが推察され、先行きに対

して慎重な見方が伺える。

●全産業の業況は、▲18.1と前回調査時（▲24.1）から6.0ポイント改善した。今後の見通しでは▲22.9と悪化する

見込みとなったが、「好転」から「不変」への変化が主因であり実態は横ばい。

●製造業においては、▲22.7と前回調査時（▲50.0）から27.3ポイント改善した。今後の見通しでは▲13.6と改善

する予想となったが、「悪化」から「不変」への変化が主因であり、先行きに対する不透明感強く足踏み状態が続く。

●小売業においては、▲8.0と前回調査時（▲16.0）から8.0ポイント改善した。今後の見通しでは、▲20.0と再び悪

化する予測となり、先行きに慎重な見方が伺える。

●建設業においては、▲35.3と前回調査時（▲29.4）から5.9ポイント悪化した。今後の見通しでは▲52.9と平成22

年度第3四半期以来となるとマイナス50ポイント越えの厳しい予想となった。

●サービス業においては、▲10.5と前回調査時（0.0）から10.5ポイント悪化した。今後の見通しでも▲10.5と改善

に向けた動きも鈍く足踏み状態が続く予想となった。

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

22

88.0

小売業

30

25

83.3

建設業

20

17

85.0

サービス業

25

19

76.0

計

100

83

83.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。
　（△（＋）で上向き、▲（－）で下向き）
・強気、弱気等景況感の相対的な広がりを意味する。
　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－
　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

4月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成27年度第4四半期

日立商工会議所全産業

製造業

小売業

建設業

サービス業

第3四半期

▲24.1

▲50.0

▲16.0

▲29.4

0.0

第1四半期 第4四半期

▲18.1

▲22.7

▲8.0

▲35.3

▲10.5

▲36.9

▲58.3

▲33.3

▲36.8

▲14.3

第2四半期

▲31.1

▲50.0

▲35.7

▲12.5

▲19.1

今後の見通し
（4月～6月）

▲22.9

▲13.6

▲20.0

▲52.9

▲10.5

平成28年度平成27年度

製 造 業 サービス業全 産 業 小 売 業 建 設 業

　４
月
20
日
、
当
所
で
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　協
議
に
先
立
ち
、
第
２
０
６
回

珠
算
能
力
検
定
試
験
で
１
級
満
点

合
格
を
果
た
し
た
坂
本
俊
君
へ
日

本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
状
伝
達

お
よ
び
日
立
商
工
会
議
所
会
頭
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
３
月
の
新
入
会

員
（
別
記
①
）
を
承
認
。
次
に
、

当
所
の
顧
問
・
参
与
委
嘱
（
案
）

と
常
議
員
補
欠
選
任
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
委
嘱

と
補
欠
選
任
は
企
業
等
の
人
事
異

動
に
伴
う
も
の
で
、
顧
問
に
家
次

晃
氏
（
株
式
会
社
日
立
製
作
所
日

立
事
業
所
副
事
業
所
長
）
と
、
中

川
敏
裕
氏
（
日
立
金
属
株
式
会
社

電
線
材
料
カ
ン
パ
ニ
ー
茨
城
工
場

長
）
へ
の
委
嘱
と
、
参
与
に
大
内

勇
雄
氏
（
日
立
市
産
業
経
済
部
長
）

へ
の
委
嘱
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
石
川
浩
史
氏
（
茨
城
県
信
用

組
合
日
立
支
店
長
）
と
別
役
高
裕 

氏
（
株
式
会
社
日
立
物
流
東
日
本

統
括
本
部
日
立
営
業
部
長
）
を
新

し
く
常
議
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、
当
所
の
珠
算
能
力
検

定
試
験
委
員
と
簿
記
検
定
試
験
委

員
に
つ
い
て
も
協
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
委
嘱
を
承
認
し
ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、
観
光
委
員
会

前
島
副
委
員
長
か
ら
第
54
回
日
立

さ
く
ら
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
情
報

化
委
員
会
武
田
委
員
長
か
ら
日
本

商
工
会
議
所
の
全
国
早
期
景
気
観

測
調
査
３
月
調
査
結
果
に
つ
い
て
、

田
山
専
務
理
事
か
ら
議
員
の
職
を

行
う
者
の
変
更
と
当
所
庶
務
規
程

一
部
変
更
及
び
事
務
局
機
構
（
別

記
②
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

居
酒
屋
む
う
み
ん
（
飲
食
業
）

　川
尻
町
４－

１－

17

配
食
の
ふ
れ
愛
（
食
品
製
造
配
食
）

　田
尻
町
４－

22－

14

サ
イ
ン
ア
シ
ス
ト
（
広
告
看
板
業
）

　東
多
賀
町
５－

15－

40

株
式
会
社
ア
イ
ラ
イ
ン

（
建
具
工
事
業
）

　東
金
沢
町
２－

18－

15－

２
０
２

ス
テ
ィ
フ
ク
ラ
フ
ト

（
建
築
工
事
業
）

　大
沼
町
２－

18－

８

片
岡
興
業
（
機
械
据
付
業
）

　久
慈
町
２－

22－

27

4月の常議員会4月の常議員会

（
別
記
①
）

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

　１級合格は小学校３年生の時。今回初めて満点にチ
ャレンジして見事満点合格を果たした坂本俊さん。お
姉さんの影響もあり、５歳の時に友達が珠算塾に通い
始めるのをきっかけに習い始めました。（お姉さんは
第201回珠算能力検定試験で１級満点合格）、中学生
になり、部活（野球部所属）もあってなかなか時間が取
れなくなってきましたが、それでも変わらず週３回10
分でも20分でもいいからと練習に通っています。
　今後の目標は、「学校の勉強・部活と両立させなが
ら、今以上に珠算と電卓を頑張って名人を取りたい」と
話してくれました。

第206回珠算能力検定試験1級満点合格第206回珠算能力検定試験1級満点合格

※４月１日付で事務局の

　人事異動が行われました。

　新体制となりましたので、

　よろしくお願いいたします。

● 平成28年度事務局機構 ●

総　務　課

課長　山口　和子

主任　橋本　正大

　　　大場　沙織

　　　畠山　徳之

ＰＴ　笹島　順子

会員サービス課

課長　鈴木　聡司

　　　山田　芳靖

　　　鈴木　望未

ＰＴ　宮本　明美

ＰＴ　五十嵐明美

商工観光課

課長　鈴木　茂夫

主任　谷中　信一

　　　根本　可奈

　　　村山奈津美

ＰＴ　椎名美奈子

経営支援課

課長　四倉　佳子

主任　鈴木　　均

　　　根本　康寛

　　　朝日　菜摘

嘱託　飛田　博光

ＰＴ　樫村　博子

総　務　部

部長　根本　伸一

中小企業相談所

所長　小薗　秀一

事務局長

鈴木　　昇

専務理事

田山　　忍

別記②

坂
本

　俊 

君

(

滑
川
中
学
校
2
年
生：

あ
ゆ
み
珠
算
塾)

0

10

－20
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業種別概況

業況判断（DI値）について

製　造　業 小　売　業 建　設　業 サービス業

　医療機器や昇降機関係は堅
調に推移するも、建設機械や工
作機械関係は海外向けの需要
低迷が続いており、親工場の内
作化や生産調整、自動車関連で
の海外調達など強弱が混在し
業況は足踏み状態が続く。
　新規受注の立ち上がりや、自
社製品の好調さもあるが、親工
場の生産拠点の変化や製品環
境の変化など懸念材料も多く、
先行きに対する不透明感から
慎重な見方が多い。

　春物衣料や食料品関係が

堅調に推移した一方、車や家

電品など高額品の動きは鈍

く、消費の二極化が進み節約

志向の強まりを指摘する声

も多い。また、競合店との価

格競争も激しいことからデ

フレの進行を懸念する声も

ある。ネット販売や顧客の高

齢化による来店客数減少な

ど先行きに対する不安感は

非常に強い。

　震災復興関連がほぼ完了

したことから公共工事が減

少し、民間工事も価格競争が

激しい。燃料費下落により採

算好転に寄与する一方、人手

不足に伴う受注機会の損失

や外注費の増加が採算を圧

迫する状況が続く。消費税増

税を含めた景気の不透明感

や作業員不足など懸念材料

払拭できず業界全体の先行

きに対する不安感は根強い。

　物流、観光関連で燃料費の

下落が収益改善に寄与する

一方、ドライバー不足による

受注機会の損失や人材確保・

定着のための賃上げに伴う

人件費上昇の影響拡大が押

し下げ要因となる。飲食店関

係でも宴会の減少や節約志

向から景気の停滞感が強い

ことが推察され、先行きに対

して慎重な見方が伺える。

●全産業の業況は、▲18.1と前回調査時（▲24.1）から6.0ポイント改善した。今後の見通しでは▲22.9と悪化する

見込みとなったが、「好転」から「不変」への変化が主因であり実態は横ばい。

●製造業においては、▲22.7と前回調査時（▲50.0）から27.3ポイント改善した。今後の見通しでは▲13.6と改善

する予想となったが、「悪化」から「不変」への変化が主因であり、先行きに対する不透明感強く足踏み状態が続く。

●小売業においては、▲8.0と前回調査時（▲16.0）から8.0ポイント改善した。今後の見通しでは、▲20.0と再び悪

化する予測となり、先行きに慎重な見方が伺える。

●建設業においては、▲35.3と前回調査時（▲29.4）から5.9ポイント悪化した。今後の見通しでは▲52.9と平成22

年度第3四半期以来となるとマイナス50ポイント越えの厳しい予想となった。

●サービス業においては、▲10.5と前回調査時（0.0）から10.5ポイント悪化した。今後の見通しでも▲10.5と改善

に向けた動きも鈍く足踏み状態が続く予想となった。

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

22

88.0

小売業

30

25

83.3

建設業

20

17

85.0

サービス業

25

19

76.0

計

100

83

83.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。
　（△（＋）で上向き、▲（－）で下向き）
・強気、弱気等景況感の相対的な広がりを意味する。
　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－
　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

4月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成27年度第4四半期

日立商工会議所全産業

製造業

小売業

建設業

サービス業

第3四半期

▲24.1

▲50.0

▲16.0

▲29.4

0.0

第1四半期 第4四半期

▲18.1

▲22.7

▲8.0

▲35.3

▲10.5

▲36.9

▲58.3

▲33.3

▲36.8

▲14.3

第2四半期

▲31.1

▲50.0

▲35.7

▲12.5

▲19.1

今後の見通し
（4月～6月）

▲22.9

▲13.6

▲20.0

▲52.9

▲10.5

平成28年度平成27年度

製 造 業 サービス業全 産 業 小 売 業 建 設 業

　４
月
20
日
、
当
所
で
常
議
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　協
議
に
先
立
ち
、
第
２
０
６
回

珠
算
能
力
検
定
試
験
で
１
級
満
点

合
格
を
果
た
し
た
坂
本
俊
君
へ
日

本
商
工
会
議
所
会
頭
表
彰
状
伝
達

お
よ
び
日
立
商
工
会
議
所
会
頭
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　協
議
事
項
で
は
３
月
の
新
入
会

員
（
別
記
①
）
を
承
認
。
次
に
、

当
所
の
顧
問
・
参
与
委
嘱
（
案
）

と
常
議
員
補
欠
選
任
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
し
ま
し
た
。
こ
の
委
嘱

と
補
欠
選
任
は
企
業
等
の
人
事
異

動
に
伴
う
も
の
で
、
顧
問
に
家
次

晃
氏
（
株
式
会
社
日
立
製
作
所
日

立
事
業
所
副
事
業
所
長
）
と
、
中

川
敏
裕
氏
（
日
立
金
属
株
式
会
社

電
線
材
料
カ
ン
パ
ニ
ー
茨
城
工
場

長
）
へ
の
委
嘱
と
、
参
与
に
大
内

勇
雄
氏
（
日
立
市
産
業
経
済
部
長
）

へ
の
委
嘱
を
承
認
し
ま
し
た
。
ま

た
、
石
川
浩
史
氏
（
茨
城
県
信
用

組
合
日
立
支
店
長
）
と
別
役
高
裕 

氏
（
株
式
会
社
日
立
物
流
東
日
本

統
括
本
部
日
立
営
業
部
長
）
を
新

し
く
常
議
員
に
選
任
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、
当
所
の
珠
算
能
力
検

定
試
験
委
員
と
簿
記
検
定
試
験
委

員
に
つ
い
て
も
協
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
委
嘱
を
承
認
し
ま
し
た
。

　報
告
事
項
で
は
、
観
光
委
員
会

前
島
副
委
員
長
か
ら
第
54
回
日
立

さ
く
ら
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
情
報

化
委
員
会
武
田
委
員
長
か
ら
日
本

商
工
会
議
所
の
全
国
早
期
景
気
観

測
調
査
３
月
調
査
結
果
に
つ
い
て
、

田
山
専
務
理
事
か
ら
議
員
の
職
を

行
う
者
の
変
更
と
当
所
庶
務
規
程

一
部
変
更
及
び
事
務
局
機
構
（
別

記
②
）
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

居
酒
屋
む
う
み
ん
（
飲
食
業
）

　川
尻
町
４－

１－

17

配
食
の
ふ
れ
愛
（
食
品
製
造
配
食
）

　田
尻
町
４－

22－

14

サ
イ
ン
ア
シ
ス
ト
（
広
告
看
板
業
）

　東
多
賀
町
５－

15－

40

株
式
会
社
ア
イ
ラ
イ
ン

（
建
具
工
事
業
）

　東
金
沢
町
２－

18－

15－

２
０
２

ス
テ
ィ
フ
ク
ラ
フ
ト

（
建
築
工
事
業
）

　大
沼
町
２－

18－

８

片
岡
興
業
（
機
械
据
付
業
）

　久
慈
町
２－

22－

27

4月の常議員会4月の常議員会

（
別
記
①
）

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介

　１級合格は小学校３年生の時。今回初めて満点にチ
ャレンジして見事満点合格を果たした坂本俊さん。お
姉さんの影響もあり、５歳の時に友達が珠算塾に通い
始めるのをきっかけに習い始めました。（お姉さんは
第201回珠算能力検定試験で１級満点合格）、中学生
になり、部活（野球部所属）もあってなかなか時間が取
れなくなってきましたが、それでも変わらず週３回10
分でも20分でもいいからと練習に通っています。
　今後の目標は、「学校の勉強・部活と両立させなが
ら、今以上に珠算と電卓を頑張って名人を取りたい」と
話してくれました。

第206回珠算能力検定試験1級満点合格第206回珠算能力検定試験1級満点合格

※４月１日付で事務局の

　人事異動が行われました。

　新体制となりましたので、

　よろしくお願いいたします。

● 平成28年度事務局機構 ●

総　務　課

課長　山口　和子

主任　橋本　正大

　　　大場　沙織

　　　畠山　徳之

ＰＴ　笹島　順子

会員サービス課

課長　鈴木　聡司

　　　山田　芳靖

　　　鈴木　望未

ＰＴ　宮本　明美

ＰＴ　五十嵐明美

商工観光課

課長　鈴木　茂夫

主任　谷中　信一

　　　根本　可奈

　　　村山奈津美

ＰＴ　椎名美奈子

経営支援課

課長　四倉　佳子

主任　鈴木　　均

　　　根本　康寛

　　　朝日　菜摘

嘱託　飛田　博光

ＰＴ　樫村　博子

総　務　部

部長　根本　伸一

中小企業相談所

所長　小薗　秀一

事務局長

鈴木　　昇

専務理事

田山　　忍
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自治・振興金融融資制度自治・振興金融融資制度
【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　原則不要
　利率1.20％（平成28年5月2日現在）
【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率1.30％（平成28年5月2日現在）
※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。お申込み・
　お問合せはお近くの金融機関または当所経営支援課まで

　事業経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが重要なポイントです。受注・販
売不振、手形の決済などで事業経営の先行きに不安が生じたらできるだけお早めに『経営安定特
別相談室』にご相談ください。

○経営安定特別相談室とは…
　経営不振に陥った事業所から相談を受け、再建
の見込みがある企業については関係機関との協
力により再建の方策を講じるなど倒産を未然に
防止することを目的に設置されているのが「経営
安定特別相談室」です。相談室では商工調停士等
の専門家が相談に応じます。

○商工調停士とは…
　中小企業の倒産に関わる諸問題について解決
に向けての相談・アドバイスを行ないます。商工
調停士は、当所会頭から委嘱されています。

○お申込みにあたって…
　経営不振に陥った経緯などをお聞かせいただ
くとともに相談アドバイスに必要な資料の提出
をお願いしています。

相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。相談無料・秘密厳守　お申込およびお問合せは経営支援課まで。

困った時には早めの相談！

相 談 の 手 順

相 談 申 込

相談内容の検討

・経営、財務内容の把握と分析

・倒産防止の方策の検討

調 停
債権者等関係者
への協力要請

・金融斡旋

・手形処理指導

・事業転換指導

・円滑な整理方法の検討

・法的手続き等の指導、助言

経営 安 定特別相談室

小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経）
【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率1.30％（平成28年5月2日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内（十王町地域を除く）で1年以上継続して同一
事業を営んでおり、税務申告をしている方

○当所の経営指導を原則として6ヶ月以上受けている方
○従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規
模事業者の方

○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは当所経営支援課まで

⑦　第1605号　（毎月20日発行） 平成28年5月20日

水戸支社　日立営業所　３１７-００７３　茨城県日立市幸町１-２１-２  TEL ０２９４-２１-５３８７

4月19日、日立商工会議所青年部第33回通常会員総会が開催され、佐藤歳宣会長のもと平成28年度がスタートしました。

to  t ake  a  step

日立商工会議所青年部

会　長　佐　藤　歳　宣
(株式会社ジュン・ホーム）

平成28年度がスタート

～ＹＥＧメリットを最大化させよう！～

　Y
E
G（
若
き
企
業
家
集
団
）

精
神
の
下
に
お
互
い
に
啓
発

し
合
い
な
が
ら
、知
識
と
教

養
・
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
、明
日
を
目
指
し
て
歩
む

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　青
年
部
で
は
18
才
か
ら
45

才
ま
で
の
方
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。地
域
を
支
え

る
青
年
経
済
人
と
し
て
一
緒
に

活
動
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ

日
立
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

　0
2
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ー
2
2
ー
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1
2
8

青
年
部
っ
て
？

い
っ
し
ょ
に

　青
年
部
し
ま
せ
ん
か
？

平成27年度の主な事業

事業承継セミナー 就活フェスinひたち

　世
界
全
体
の
景
気
減
速
に

よ
る
あ
お
り
を
受
け
、
日
本

も
円
高
株
安
が
進
み
、
大
企

業
を
含
む
全
て
の
企
業
が
大

き
く
そ
の
影
響
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
日

立
市
を
見
て
も
大
企
業
の
業

績
悪
化
や
雇
用
人
口
の
流
出
、

２
０
１
４
年
転
出
超
自
治
体

で
、
全
国
２
位
に
も
な
る
人

口
減
少
に
よ
り
、
当
地
域
の

経
済
も
悪
化
の
一
途
を
辿
っ

て
お
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

当
青
年
部
で
は
こ
れ
ま
で
の

諸
先
輩
方
の
尽
力
に
よ
り
、

約
５
年
間
で
１
・
５
倍
以
上

の
会
員
増
を
実
現
し
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
会
員
の
参
加
率

を
向
上
さ
せ
、
今
ま
で
以
上

に
部
員
同
士
の
交
流
を
活
発

化
さ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
活
動
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
、
青
年
部
に
携
わ

っ
た
メ
リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の

企
業
活
動
へ
つ
な
げ
て
い
く

ま
で
に
は
、
一
朝
一
夕
に
は

い
か
な
い
の
が
現
実
で
す
。

例
会
や
研
修
会
な
ど
へ
の
参

加
、
時
に
は
酒
を
酌
み
交
わ

し
な
が
ら
親
睦
を
深
め
て
い

き
、
お
互
い
の
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
く
。
自
ら
が
１
歩

踏
み
出
す
。
「
t
o 

t
a
k
e 

a 

s
t
e
p
」
そ
の
先
に
本
当
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
仲
間
作
り

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　青

年
部
活
動
の
メ
リ
ッ
ト
を

最
大
化
さ
せ
る
べ
く
、
周
り
の

部
員
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
が
参
加
で

き
る
よ
う
協
力
し
て
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
み
ん

な
で
こ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
、

そ
し
て
我
々
中
小
企
業
と
地
域

の
経
済
的
発
展
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

日立さくらまつり出店

第13回全国サッカー
大会鹿児島大会出場

事業承継セミナー

就活フェスinひたち

第4回常陸ノ国グルメ
フェス

4月4日～5日

7月31日　
　 ～8月2日

10月14日

3月 3 日

3月20日


